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令和５年度 学校経営計画・自己評価書       足立区立千寿桜堤中学校 

校長   齋藤 由美子  

１ 学校教育目標 

○ 自ら考え、自ら学ぶ人    ○ 感性あふれる、心豊かな人    ○ 心身を鍛え、たくましく生きる人 

２ めざす学校像、児童・生徒像、教師像 

○学校像 ○ 生徒一人一人の可能性を伸ばせる学校       ○ 地域・保護者・生徒から信頼される学校 

○児童・生徒像 ○ 勤勉な生徒  ○ ルールを守り礼儀正しい生徒  ○ 他者を思いやる人    ○ 夢を育む人 

○教師像 ○ 教職としての専門性を高める教師   ○ 自他の人間性を高める教師   ○ 組織で教育を実践する教師 

３ 学校の現状及び前年度の成果と課題 
＜学校の現状＞ 

 コロナウィルス感染症対策を講じながらの教育活動 3年目を迎えた。「休校」や「中止」の 1年目、「延期」や「縮小」の 2年目に比べると我慢や不便

を重ねる中だが、「できることをできる限り」「学びを止めない」を合言葉に教育活動をほぼすべて実施することができた。そうした状況の中、生徒は何

事も明るく前向きに捉え、自分たちの力で授業や特別活動、部活動等を充実させていた。授業ではノーチャイムでの始業、終業、運動の祭典「桜魂祭」

では応援団や実行委員を中心に、文化の祭典「桜友会」では合唱コンクール、舞台発表、作品展示と各方面に、宿泊行事や学年行事ではグループ活動を

中心に主体的に取り組み成果を挙げている。その原動力は「さく中魂」に象徴される千寿桜堤中学校としての伝統とその改善による自信と誇り、そして、

本校独自の品位であり、その力が保護者・地域の温かい理解と協力、支援とも合わせて学校の充実につながっている。 

また、今年度はＳＤＧｓの目標でもある「誰一人取り残さない持続可能な確かな学力の定着と豊かな感性の育成」をかかげ、足立区情報教育推進拠点

校としてＩＣＴ機器を活用した教育活動を推進し授業や補充学習、家庭学習における個別最適な学びや協働的な学びを実践するとともに、学習活動や学

校生活に困り感をもつ生徒には教育相談的な活動を多く取り入れ、その課題を学年、学校で共有し、丁寧で寄り添った生徒指導を心がけてきた。 

＜前年度の成果と課題＞ 

成果 

・感染対策を徹底しながらすべての教育活動を実施でき、それらの活動に対する保護者の皆様、地域の皆様の理解と協力、支援を得ることができた。 

・情報教育推進拠点校として、ＩＣＴ教育を推進し生徒たちの学習意欲や学習スキルの向上、教員の授業力の向上を図ることができた。 

・「未来を照らすプロジェクト」「産官連携事業」などの特色ある活動を通して、生徒の課題解決能力や豊かな感性を伸ばすことができた。 

・教育相談的な取組をとおして、学習や生活に困り感のある生徒たちの声を聴き、課題を共有し、学校全体で寄り添った指導を展開することができた。                                       

課題 

・学校の課題：学校経営方針の具現化を図るために教職員の組織的実行力を高め、校内の教育活動のみならず、小中連携事業やＰＴＡ活動、地域活動

との連携、充実を図り、保護者、地域からの信頼度をさらに向上させることが課題。 

・生徒の課題：自己指導力や課題解決能力を向上させ、確かな学力を身に付けたり豊かな感性をさらに磨いたりしていくことが課題。 

・教員の課題：個々の能力や実践、人間性を学校としての学習指導力、生徒指導力、進路指導力などの組織的な教育力に高めることが課題。 

・保護者・地域の課題：ＰＴＡのサポーター制度を充実させ、教育活動への参加機会を増やし、三位一体となったより良い学校づくりが課題。 
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４ 重点的な取組事項 

 内    容 
実施期間（年度） R:令和 

R3 R4 R5 R6 R7 

１  学力向上アクションプラン（自ら考え、自ら学ぶ人） ○ ○ ○ ○ ○ 

２  全教育活動を通した多様な感性と豊かな心の育成（感性あふれる、心豊かな人）  〇 〇   

３  自己指導能力の向上による課題解決能力の育成（心身を鍛え、たくましく生きる人）  〇 〇   
 

５ 令和５年度の重点目標 
 

重点的な取組事項－１ 学力向上アクションプラン 

Ａ 今年度の成果目標 
達成基準 

（目標通過率） 
実施結果 

（通過率結果） 
コメント・課題 

達成度 
◎〇△● 

・学力向上アクションプランの実
践を通して、各種学力調査等に対
応できる確かな学力を定着させ
る。 

令和５年度、区学力調査通過
率各学年・各教科令和４年度
以上 
 

 

  

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

新
・
継 

アクション 

プラン 

対象学年 

実施教科 

頻度・ 

実施時期 

具体的な取り組み内容 

(誰が、何を、どのように) 

達成確認 

方法 

達成目標 

（＝数値） 
(いつ・何を・どの程度) 

実施結果 コメント・課題 
達成度
◎〇△● 

１
新
規 

個別最適

な学びと

協働的な

学びを取

り入れた

授業改善 

全学年 

全教科 

通年 

適宜 

・ICT 機器を積極的に 

活用し指導の個別化や学

習の個性化を図る。 

・グループ学習や探究学習

を授業に取り入れ、生徒が

主体的に学習に取り組む

意欲や態度を育てる。 

生徒評価アン

ケート 

 

教員自己評価 

 

 
 

 

 

関連項目 

１００％ 

 

１００％ 
 

   

２
継
続 

主体的・対

話的で深

い学びの

実現に向

けた授業

改善 

教員 

全教科 
 

通年 
 

・単元や授業の目標や振り

返りの質を向上させ、確か

な学力のより一層の定着

と主体的に学習に取り組

む態度の育成を図る。 

生徒評価アン

ケート 

 

教員自己評価 
 

関連項目 

１００％ 

１００％ 

 

   

 

 

自己評価の際に記入 

 

 

 

自己評価の際に記入 
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２
継
続 

学習コン

テストや

単元テス

トによる

学力定着

と学力補

充 

生徒 

５教科 

通年 

５教科

適宜 

・適宜、学習コンテストや

単元テストを行い、生徒の

学力の定着度を測り、つま

ずきを把握する。 

・補充学習をとおして学力

の定着を図る。 

学習コンテス 

ト、 

単元テスト、

到達度調査 
 

生徒全員が合 

格点クリア 
   

２
継
続 

イングリ

ッシュデ

ー、校外学

習を活用

した英語

力の向上 

全学年 

英語科 

第 2学年 

英語科 

毎週金曜

日給食時 

・毎週イングリッシュデー

の昼の放送を英語で行う。 

・英語科教師は、イングリ

ッシュデーは英語で会話

し、他の教員や生徒は１回

以上、英語を使う。 

・2年生では TGG に参加し

１日英語を活用した体験

学習を行う。 

生徒意識調査

等 

英語への関心 

関連項目 

１００％ 
   

２
継
続 

家庭学習

による主

体的に学

習に取り

組む態度

の育成 

全教科 毎日 

・AI ドリル等を活用して生

徒が自ら課題を設定し家

庭学習に取り組む。 

・主体的で粘り強く取り組

める家庭学習の習慣を身

に付ける。 

家庭学習ノー

ト 

生徒意識調査

等 

家庭学習関連

項目 

１００％ 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

自己評価の際に記入 
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重点的な取組事項－２ 全教育活動を通した多様な感性と豊かな心の育成（感性あふれる、心豊かな人） 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

教科や特別活動を通して多様な感性を磨
き、夢や希望をもち、優しさや寛容、思い
やりの心などを豊かにする 

生徒評価肯定回答１００％ 
保護者評価肯定回答１００％ 
教員評価肯定回答１００％ 

 

  

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

各教科で身に付けた

知識や技能を活用し

た多様な感性や豊か

な心の育成 

生徒アンケート 

関連項目 

肯定回答 100％ 

教員評価関連項目 

肯定回答 100％ 

 

・各教科で身に付けた知識や

技能を活用した作品の制作や

発表の場を個人や集団で設

け、多様な感性や豊かな心を

育てる。 

   

道徳教育を通したよ

り良い生き方を考え

る豊かな人間性の育

成 

生徒アンケート 

関連項目 

肯定回答 100％ 

教員評価関連項目 

肯定回答 100％ 

 

・「考え、議論する」道徳の授
業を推進する。 
・すべての教育活動をとおし
て、道徳的な態度やよりよい
生き方を考える。 

   

特別活動による自己

有用感の育成と社会

貢献意識の向上、他

者への思いやりの心

の育成 

生徒アンケート 

関連項目 

肯定回答 100％ 

教員評価関連項目 

肯定回答 100％ 

 

・生徒会活動や学級活動、行
事に常に目標を掲げ達成す
る。 
・社会貢献を意識した生徒会
活動や学級活動、行事などを
計画し、仲間と協力して実践
する。 

   

授業や特別活動等を
とおした帰属意識や
礼儀、マナー、他者
を思いやる心の育成 

生徒アンケート 

関連項目 

肯定回答 100％ 

教員評価関連項目 

肯定回答 100％ 

 

授業や特別活動、部活動など

をとおして、礼儀やマナーを

身に付け、帰属意識を高める

とともに仲間と協力し、他者

を思いやる心を育てる 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己評価の際に記入 

 

 
自己評価の際に記入 
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重点的な取組事項－３ 自己指導能力の向上による課題解決能力の育成（心身を鍛え、たくましく生きる人） 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

様々な教育活動において自らの目標や課
題を明確にし、自己指導能力や自律心を高
め、規範意識と課題を解決する能力を育成
する。 

生徒評価肯定回答１００％ 
保護者評価肯定回答１００％ 
教員評価肯定回答１００％ 

 

  

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

教科や特別活動にお

ける目標達成や課題

解決を通した自己指

導能力の育成 

生徒アンケート 

関連項目肯定回答100％ 

教員評価関連項目 

肯定回答 100％ 

・すべての教育活動に目標や

課題をもつ。 

・自分自身や仲間と協働しな

がら目標達成や課題解決を図

り、自己指導能力を高める。 

   

自ら考えて行動する

生活による自律心や

課題解決能力の育成 

生徒アンケート 

関連項目肯定回答100％ 

教員評価関連項目 

肯定回答 100％ 

・学校生活に自らの課題をも
ち、その解決策を自らまたは
仲間と協働的に考え解決す
る。 
・何事にも自律心をもち主体
的に解決する。 

   

行事や生徒会活動、

学級活動を通した自

己指導能力に基づい

た課題解決能力の育

成 

生徒アンケート 

関連項目肯定回答100％ 

教員評価関連項目 

肯定回答 100％ 

・行事や生徒会活動、学級活
動のルールなどを自分たちで
決めて守る。 
・行事や生徒会活動、学級活
動の課題を自分たちで解決す
る。 

   

学習活動や学校生活
において自ら厳しさ
を求めた取組による
自己指導能力、課題
解決能力の育成 

生徒アンケート 

関連項目 

肯定回答 100％ 

教員評価関連項目 

肯定回答 100％ 

・目標を高く設定し、厳しさ

や難しさを感じながらも意欲

的に取り組む。 

・困難を自分や仲間とともに

乗り越える。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己評価の際に記入 

 

 
自己評価の際に記入 



 ６ 

６ まとめ 
（１）今年度の成果と次年度に向けた課題及び解決の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）保護者や地域へのメッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）その他（学校教育活動全般について） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

自己評価の際に記入します。 

経営計画の策定段階では、このページは行数を減らし

て圧縮したり、ページ自体を削除したりした上で、公

表していただいても差し支えありません。 


